陸前 高田 オー トキ ャ ンプ 場 施設 整備 事業 業務 要求 水準 書 


I 総則 
1 要求 水準 書 の 位置 付け 
陸前 高田 オー トキ ャ ンプ 場 施設 整備 事業 業務 要求 水準 書 (以下 「 要 求 水準 書 」 
と いう 。) は 、 本 事業 の 遂行 に 関し 、 県 が 受注 者 に 要求 する 業務 水準 を 示す も の で 
あり 、 応 募 者 が 業務 の 内 容 に 関し て 提案 を 行う に 当たっ て 具体 的 な 指針 と な る も 
の で ある 。 

要求 水準 書 に 示す 業務 水準 は 、 県 が 受注 者 の 実施 する 業務 に 求め る 仕様 及び 性 
能 等 の 水準 を 示し た も の で ある 。 こ の た め 、 こ の 水準 は 、 業 務 を 実施 する た め の 
最低 限 又は 基本 の 条件 と し て 定め た も の で あり 、 同 等 以上 の 提案 を 妨げ る も の で 
は な い 。 ま た 、 技 術 提案 に お いて は 、 要 求 水 準 書 等 で 具体 的 な 内 容 が 示さ れ て い 
る 部 分 で あっ て も 、 示 す 水 準 と 同様 で 、 よ り 効 果 的 な 提案 が あれ ば 、 県 は その 費 
用 と 効果 の 妥当 性 に つい て 検証 し 、 適 切 に 評価 する も の で あり 、 本 プロ ポー ザル 
の 目的 に 合致 する 効果 的 な 提案 を 期待 する も の で ある 。 
な お 、 こ の 要求 水準 書 は 、 陸 前 高田 オー トキ ャ ンプ 場 施設 整備 事業 指定 管理 
定 者 ・ 設 計 ・ 施 工 者 選定 プロ ポー ザル 実施 要項 (以下 「 実 施 要項 」 と いう 。) その 
他 県 が 本 事業 に 関連 し て 配布 する 資料 及び 質問 に 対す る 回 答 と 一 体 の も の と し て 
取り 扱う 。 
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2 事業 概要 
(1) 事業 の 目的 
本 事業 は 、 東 日 本 大 震 災 津波 以降 、 施 設 の 利用 を 停止 し て いた 「 陸 前 高田 オ 
トキ ャ ンプ 場 」 の 再開 に 向け 、 テ ント の 大 型 化 や キャ ンプ 場 利 用 者 の ニー ズ の 多 
様 化 な ど に 対応 し た 施設 と な る よう 、 施 設 再開 後 の 運 営 予 定 者 (以下 、「 指 定 管 理 
予定 者 」 と いう 。) の 運営 方 針 に 合わ せ た 整 備 を 行い 、 施 設 の 利便 性 及び 利用 者 の 
サー ビス の 向上 を 実現 で きる 施設 整備 を 行う こと を 目的 と する 。 
(2) 業務 の 概要 
本 事業 は 、 受 注 者 が 提案 する 内 容 に 基づく 設計 を 行っ た 上 で 、 用 地 人 造成 工事 、 
既存 建築 物 の 解体 及び 改修 工事 、 新 施設 建築 工事 を 行う も の で ある 。 
受注 者 は 、 県 の 方 針 を 踏ま そえ 、 要 求 水 準 書 に 示す 要求 水準 を 満た す 設 計 、 工 事 
施工 の 各 業 務 を 行う も の と する 。 各 業務 の 主 な 範囲 は 、 次 に 掲げ る と お り と し 、 
契約 は 、 業 務 ご と に それ ぞ れ 締結 する 。 
ア 土木 工事 に 関す る 設計 業務 
( ア ) 用 地 造 成 工事 、 関 連 し て 必要 と な る 工事 の 設計 (基本 ・ 実 施設 計 ) 
( イ ) 用 地 造 成 工事 、 関 連 し て 必要 と な る 工事 に 必要 な 各種 調査 
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(ツウ) 用 地 人 造成 工事 、 関 連 し て 必要 と な る 工事 に 必要 な 許認可 及び 計画 通知 等 の 


手続 き (関係 機関 と 








全 圭 
月 














の 協議 及び ! 























( エ ) その 他 本 事業 を 実施 する 上 で 必要 な 関連 業務 





電 . 


イ 土木 工事 
( ア ) 用 地 人 造成 工 事 、 関 





に 関す る 建設 工事 














車 し て 必要 と な る 工事 の 施工 





( イ ) 近隣 対策 ・ 対 応 













































































等 の 手続 き を 含む ) 




























































































(ツウ) 用 地 人 造成 工事 、 関 連 し て 必要 と な る 工事 に 必用 な 許認可 及び 関係 機関 と の 
協議 並び に 申請 等 の 手続 き 
( エ ) その 他 本 事業 を 実施 する 上 で 必要 な 関連 業務 
ウ 建築 工事 に 関す る 設計 業務 
( ア ) 既存 建築 物 の 改修 工事 や 解体 工事 、 新 施設 建築 工事 、 関 連 し て 必要 と な る 
工事 の 設計 (基本 ・ 実 施設 計 ) 
( イ ) 既存 建築 物 の 改修 工事 や 解体 工事 、 新 施設 建築 工事 、 関 連 し て 必要 と な る 
工事 に 必要 な 各種 調査 
( ウ ) 既存 建築 物 の 改修 工事 や 解体 工事 、 新 施設 建築 工事 、 関 連 し て 必要 と な る 
工事 に 必要 な 許認可 及び 計画 通知 等 の 手続 き (関係 機関 と の 協議 及び 申請 
等 の 手続 き を 含む ) 





( エ ) その 他 本 事業 を 実施 する 上 で 必要 な 関連 業 
築 工事 に 関す る 建設 





こら に 


























工事 


















































































































































( ア ) 既存 建築 物 の 改修 工事 や 解体 工事 、 新 施設 建築 工事 、 関 連 し て 必要 と な る 
工事 の 施工 

( イ ) 近隣 対策 ・ 対 応 

(ツウ ) 既存 建築 物 の 改修 工事 や 解体 工事 、 新 施設 建築 工事 、 関 連 し て 必要 と な る 
工事 に 必要 な 許認可 及び 関係 機関 と の 協議 並び に 申請 等 の 手続 き 

( エ ) その 他 本 事業 を 実施 する 上 で 必要 な 関連 業務 

(3) 敷地 条件 等 

所 在 地 岩手 県 陸前 高田 市 小 友 町 字 獲 沢 

敷地 面積 22.4ha 

施設 セン ター ハウ ス 1 棟 、 テ ント サイ ト 108 区 画 、 多 目的 サイ ト 1 面 (4, 780 

m)、 ケ ビン 10 棟 、 サ ニタ リー ハウ ス 4 棟 、 ド ー ム ハウ ス 4 棟 
都市 計画 区 域 都市 計画 区 域外 


























(4) 履行 期 B 
各 業 務 の 履行 期限 は 、 次 の 通り と する 。 た だ し 、 本 プロ ポー 
業務 工程 表 の 完了 時 期 が 各 業 務 の 履行 期限 より 前 で ある 場合 は 
で と する 。 

ア 設計 業務 

令 和 4 年 8 月 31 日 頃 ま で (予定 ) 

イ 建設 工事 
令 和 5 人 
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3 月 15 日 まで (基本 最 ] 
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要求 水準 書 の 変更 
県 は 、 本 事業 の 事業 期間 中 に 法令 等 の 変更 、 災 害 の 発生 その 


























ザル に 提出 され た 
、 当 該 先 了 時 期 ま 




















他 特 別 の 理由 


ーー 























る 業務 内 容 の 変更 が 必要 と な っ た 場合 は 、 要 求 水 準 の 見 直し 及 
が ある 。 要 求 水 準 の 変更 に 伴い 、 受 注 者 が 行う 業務 の 内 容 に 変 
は 、 必 要 な 契約 変更 を 行う も の と する 。 





























適用 基準 等 
受注 者 は 、 関 係 する 法令 等 を 遵守 し 、 事 業 の 円 滑 な 進捗 を 図 
基準 ・ 指 針 等 に つい て 本 事業 の 要求 仕様 に 照ら し て 適宜 参考 と 
な お 、 そ の 対応 は 受注 者 の 責任 に お いて 行う こと と し 、 業 務 







































































こよ 
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び 変 更 を 行う こ 
更 が 生じ る と き 








る と と も に 、 各 種 
する こと 。 
を 実施 する に 当 た 














り 必 要 と され る その 他 の 法令 等 (条例 を 含む 。) に つい て も 、 最 新 の も の を 参照 








し 、 適 用 する こと 。 関係 する 主 な 法令 や 条例 、 基 準 ・ 指 針 等 の 
照 す る と と も に 、 記 載 が な い 基 準 ・ 仕 様 書 等 に お いて も 発注 者 
場合 は これ を 遵守 する こと 。 
(1) 法令 
・ 建 築 基準 法 (昭和 25 年 法律 第 201 号 ) 
・ 都 市 計画 法 (昭和 43 年 法律 第 100 号 ) 
・ 景 観 法 (平成 16 年 法律 第 110 号 ) 
・ 消 防 法 (昭和 23 年 法律 第 186 号 ) 
・ 建 築 士 法 (昭和 25 年 法律 第 202 号 ) 
・ 建 設 業法 (昭和 24 年 法律 第 100 号 ) 
・ 建 設 工事 に 係る 資材 の 再 資源 化 等 に 関す る 法律 (平成 12 朋 





























































































































詳細 は 、 以 下 を 参 
が 必要 と 判断 する 








E 法 律 第 104 号 ) 




















・ 大 気 汚染 防止 法 (昭和 43 年 法律 第 97 号 ) 

・ 騒 音 規制 法 (昭和 43 年 法律 第 98 号 ) 

・ 振 動 規制 法 (昭和 61 年 法律 第 64 号 ) 

・ 悪 臭 防止 法 (昭和 46 年 法律 第 91 号 ) 

・ 建 築 物 に お ける 衛生 的 環境 の 確保 に 関す る 法律 (昭和 45 人 
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E 法 律 第 20 号 ) 




































































































































































建築 物 の エネ ルギー の 消費 性 能 の 向上 に 関す る 法律 (平成 27 年 法律 第 53 
号 ) 

・ 高 齢 者 、 障 害 者 等 の 移動 等 の 円 滑 化 の 促進 に 関す る 法律 (平成 18 年 法律 第 
91 号 ) 

・ 地 球 温暖 化 対策 の 推進 に 関す る 法律 (平成 10 年 法律 第 117 号 ) 

・ 国 等 に よる 環境 物品 等 の 調達 の 推進 等 に 関す る 法律 (平成 12 年 法律 第 100 
号 ) 

・ 国 等 に お ける 温室 効果 ガス 等 の 排出 の 削減 に 配慮 し た 契約 の 推進 に 関す る 法 































































































人 (平成 19 年 第 56 5) 














(昭和 39 年 法律 第 170 号 ) 




















に に 関す る 技術 基準 を 定め る 省令 (平成 9 年 通商 産業 省令 第 52 号 ) 























・ 労 働 安 全 衛生 法 (昭和 47 年 法律 第 57 号 ) 


・ 労 働 基準 法 
・ 水 道 法 (昭和 
・ 下 水道 法 ( 昭 
・ そ の 他 関 係 法 





























(昭和 22 年 法律 第 49 号 ) 

















32 年 法律 第 177 号 ) 
和 33 年 法律 第 79 号 ) 




















上 会 
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県 建築 基準 法 施行 条例 (平成 12 年 3 月 28 日 条例 第 37 号 ) 
E 県 環境 の 保全 及び 創造 に 関す る 基本 条例 (平成 10 年 3 月 3 
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日 条例 第 22 

















・ 県 民 の 健康 で 快適 な 生活 を 確保 する た め の 環 境 の 保全 に 関す る 条例 (平成 13 









































日 条例 第 71 号 ) 











年 12 月 21 
循環 型 地域 入 





[会 の 形成 に 関す る 条例 (平成 14 年 12 月 16 日 条例 第 73 号 ) 











・ 岩 手 の 景観 の 保全 と 創造 に 関す る 条例 (平成 5 年 10 月 26 日 条例 第 35 号 ) 
と に や さ し い まち づく り 条 例 (平成 19 年 12 月 18 日 条例 第 74 号 ) 

・ み ちの く 娠 手 観 光 立 県 基本 条例 (平成 21 年 3 月 30 日 条例 第 28 号 ) 

・ そ の 他 関 連 す る 条例 等 











種 基準 























・ 建 筑 設 備 設計 基準 及び 同 解説 ( 国 官 
共 建築 工事 標準 仕様 書 (建築 、 電 気 設備 、 機 械 設 





































































































土 交 通 大 臣 官 房 官 庁 営繕 部 整備 課 監修 ) 
気 械 設備 各 


大 





























































































































































































































・ 公 共 工事 編 ) (国土 交通 省 
犬 臣 官房 官庁 営繕 部 監修 ) 

・ 公 共 建 築 木造 工事 標準 仕様 書 (建築 、 電 気 設備 、 機 械 設備 各 工 事 編 ) (国土 交 
通 省 大 臣 官房 官庁 営繕 部 監修 ) 

・ 公 共 建 築 改 修 工事 標準 仕様 書 (建築 、 電 気 設備 、 機 械 設備 各 工 事 編 ) (国土 交 
通 省 大 臣 官 房 官 庁 営繕 部 監修 ) 

建築 工事 標準 詳細 図 (国土 交通 省 大 臣 官房 官庁 営繕 部 監修 ) 
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・ 公 共 建 築 設 備 工事 標準 鐘 (電気 設備 工事 編 ) (国土 交通 省 大 臣 官 房 官 庁 営繕 肖 
監修 ) 
・ 信 共和 建築 設備 工事 標準 図 (機械 設備 工事 編 ) (国土 交通 省 大 臣 官 房 官庁 営繕 音 
監修 ) 
・ 建 築 工 事 監 理 指針 (国土 交通 省 大 臣 官房 官庁 営繕 者 監修) 
・ 建 築 改 修 工 事 監理 指針 (国土 交通 省 大 臣 官 房 官 庁 営繕 部 監修 ) 
・ 電 気 設備 工事 監理 指針 (国土 交通 省 大 臣 官 房 官 庁 営繕 部 監修 
機械 設備 工事 監理 指針 (国土 交通 省 大 臣 官房 官庁 営繕 部 監修 
・ 建 築 設 備 計画 基準 (国土 交通 省 大 臣 官房 官庁 営繕 部 設備 ・ 環 境 課 監修 ) 
・ 建 築 設 備 設計 基準 (国土 交通 省 大 臣 官房 官庁 営繕 部 設備 ・ 環 境 課 監修 ) 
・ 工 事 写真 の 撮り 方 (建築 編 ) (国土 交通 省 大 臣 官 房 官 庁 営繕 部 監修 ) 
・ 工 事 写真 の 撮り 方 (建築 設備 編 ) (国土 交通 省 大 臣 官房 官庁 営繕 都 監修 ) 
最 











新版 ) 








岩手 県 土木 工事 共通 仕様 書 ( 
岩手 県 設計 業務 等 共通 仕様 書 (最新 版 ) 

・ 建 築 構造 設計 指針 及び 解説 ( 国 ・ 官 庁 営繕 部 ) 
建築 

建築 

































































構造 設計 基準 及び 同 資料 ( 国 ・ 官 庁 営繕 部 ) 
・ 建 築 CAD 図 町 作成 要領 ( 医 r 官 庁 営繕 部 ) 
・ そ の 他 関 連 す る 基準 ・ 指 針 等 






















































































要求 水準 

本 事業 に 係る 提案 は 、 次 に 掲げ る 各 項 目 の 内容 を 満た す 工事 を 実施 する も の と 
し 、 そ の 具体 的 な 工法 等 を 提案 し 、 金 額 を 算定 する こと 。 ま た 、 次 に 掲げ る 項目 
以外 に つい て も 、 実 施す べき と 考え られ る 項目 の 積極 的 な 提案 を 求め る 。 












































本 事業 の 基本 要件 に 係る 要求 水準 

(1) 陸前 高田 オー トキ ャ ンプ 場 が 有する 機能 の 発揮 

陸前 高田 オー トキ ャ ンプ 場 の 設置 目的 と 役割 を 十分 に 理解 し 、 東 日 本 大 岩 災 間 

波 か ら の 復興 や 地域 経済 に 寄与 する 計画 と する こと 。 

(2) 事業 実施 体制 

事業 期間 中 、 確 実 か つ 円 滑 に 実施 で きる 体制 を 構築 する こと 。 

(3) 適切 な 工程 ・ 計 画 
設計 ・ 施 工 ー 括 発注 方 式 の メリ ッ ト を 生か し た 工期 短縮 に 努め 、 履 行 期限 き 
に 完了 で きる 具体 的 な 計画 と する こと 。 



























































lL 












































敵 


























3 

















(4 


(5) 
Fe 





こ ユ 


本 要求 水準 書 の 内 容 を 遵守 し つつ 、 イ ニシ ャ ル ・ ラ ン ニ ング の 両 
的 な コス ト 削 減 の た め の 創 意 工夫 を する こと 。 


維 
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スト 削減 に 対す る 創意 


























持 管理 に 対す る 配慮 


















































工夫 


メン テ ナ ン ス 性 に 配慮 3 


イ 立地 特性 を 考慮 し 、 施 設 
環境 (利用 環境 、 周 辺 環境 ) 


(6) 


ア すべ て の 利 
イ 周辺 環境 と の 調和 


(7) 








提 





提 
































日 者 が 安全 で 快適 に 施 














施設 や 設備 の 保守 ・ 点 検 作業 や 清掃 、 更 新 等 が 効率 的 か つ 容 易 
































々 を 時. 


寺 了 京 


役 に 配慮 する こと 。 





ES 
設備 の 耐久 性 、 面 候 性 、 安 全 性 に 配慮 
に 対す る 配慮 
| 用 で きる よう 配慮 する こ 



































設 を 本 


























2 用 地 人 造成 工事 に 関す る 要求 水準 
(1) 共通 事項 
ア 用 地 人 造成 工事 を 行う ! 

















< 











3 
イ テン ト の 大 型 化 に 








こ 当 た り 、 既 存 の 芝生 を 有効 活用 で きる 工 


対応 で きる よう 、 


額 は 、 整 備 内 容 に 対し て 妥当 な 金額 で や る こと 。 




















テン ト サ イ ト の 区 画 の 拡張 

















ト の 整備 を 行う こと 。 な お 、 フ リー サイ ト の 整備 を 行う 場合 は 、 
て 、 近 くに 駐車 場 を 整備 する こと 。 
設計 に 当たっ て は 必要 に 応じ て 、 地 質 調 査 を 行う こと と し 、 地 


じ 


ー 


A 
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エ イニ シャ ルコ スト 、 ラ ン ニ ング コス ト 及 び 運 用 上 の 信頼 性 に お 
考え る 方 式 を 提案 する こと 。 


(2) 


と 


きき し 
EX 


項 





謀 に 関す る 事 
電源 設備 




















既存 の 電源 設備 を 可 
給排水 設備 








能 な 








り 活 / 














1H で きる 工法 を 採用 する こと 。 





各 テ ント サイ ト に 設置 され て いる 炊事 場 は 全て 撤去 する こと 。 


その 他 














各 テ ント サイ ト に 設置 され て いる 岩 は 全て 撤去 する こと 。 


3 セン ター ハウ ス の 改修 整備 に 関す る 要求 水準 


①) 


寺 上 








通 事項 











ンマ 








ア 内 外装 を 改修 する こと 。 


観 ・ 




















改修 に 
色彩 に 配慮 する こと 。 





面 か ら の 総 


my 





に 行え る よ 


で 











法 を 採用 する 








や フリ ー サ イ 
収容 人 数 に 応 


盤 改 良 等 を 行 

















当たっ て は 、 周 辺 景 観 と 調和 する よう 、 外 


特産 品 の 販売 スペ マー ス を 整備 する こと 。 

浴室 を 改修 する こと 。 

施設 の 用 途 に 応じ た 備品 等 を 整備 する こと 。 

イニ シャ ルコ スト 、 ラ ン ニ ング コス ト 及 び 運 用 上 の 信頼 性 に お いて 最も 有利 

と 考え る 方 式 を 提案 する こと 。 ま た 、 内 外装 や 設備 機器 の 清掃 、 保 守 ・ 点 検 、 

更新 な ど が 容易 に 行え る よう 配慮 する こと 。 加 えて 、 高 効率 機器 の 導入 な ど 、 
エネ ルギー 消費 量 の 節約 を 図る こと 。 

カ 長寿 命 か つ 信頼 性 の 高い 設備 や 機材 の 使用 に 努め る ほか 、 汎 用 性 も 考慮 する 
Sa 

(2) 建築 設備 に 関す る 事項 

ア 照明 器具 は 、 原 則 的 に LED と する 。 

イ 消防 用 設備 は 、 消 防 法 及び 関係 法令 を 遵守 し 機器 を 設置 する 。 

ウ 給水 配管 は 防 錆 に 考慮 し 、 露 出 部 が ある 場合 に は 節電 を 考慮 し た 凍結 防止 対 
人 策 を 行う こと 。 

エ 設備 機器 は 、 保 守 点検 、 メ ン テ ナ ンス の 容易 お も の と する こと 。 

オ 寒冷 地 仕様 の 冷暖 房 設 備 を 整備 、 省 エネ ルギー 化 に 考慮 し た も の を 設置 する 
is 

カ 換気 設備 の 給 排 気 口 は 、 防 鳥 ・ 防 虫 対策 を 行う こと 。 

キ Wi-Fi 設備 を 整備 する こと 。 






































4 Hy > 



























































































































































4 サニタリー ハウ ス の 改修 整備 に 関す る 要求 水準 
(1) 共通 事項 
ア 内 外装 を 改修 する こと 。 改修 に 当たっ て は 、 周 辺 景観 と 調和 する よう 、 外 
観 ・ 色 彩 に 配慮 する こと 。 
イ 施設 の 用 途 に 応じ た 備品 等 を 整備 する こと 。 
ウ イニ シャ ルコ スト 、 ラ ン ニ ング コス ト 及 び 運 用 上 の 信頼 性 に お いて 最も 有利 
と 考え る 方 式 を 提案 する こと 。 ま た 、 内 外装 や 設備 機器 の 清掃 、 保 守 ・ 点 検 、 
更新 な ど が 容易 に 行え る よう 配慮 する こと 。 加 えて 、 高 効率 機器 の 導入 な ど 、 
エネ ルギー 消費 量 の 節約 を 図る こと 。 
エ 長寿 命 か つ 信頼 性 の 高い 設備 や 機材 の 使用 に 努め る ほか 、 汎 用 性 も 考慮 する 
ea 
(2) 建築 設備 に 関す る 事項 
ア 照明 器具 は 、 原 則 的 に LED と する 。 
イ 消防 用 設備 は 、 消 防 法 及び 関係 法令 を 遵守 し 機器 を 設置 する 。 
ウ 給水 配管 は 防 錆 に 考慮 し 、 露 出 部 が ある 場合 に は 節電 を 考慮 し た 凍結 防止 対 
人 策 を 行う こと 。 




























































































































































































エ 設備 機器 は 、 保 守 点検 、 メ ン テ ナ ンス の 容易 お も の と する こと 。 

オ 寒冷 地 仕様 の 冷暖 房 設 備 を 整備 、 省 エネ ルギー 化 に 考慮 し た も の を 設置 する 
ご Ss 

カ 換気 設備 の 給 排 気 口 は 、 防 鳥 ・ 防 虫 対策 を 行う こと 。 

キ Wi-Fi 設備 を 整備 する こと 。 

ク 炊事 場 は 温水 対応 と する こと 。 









































5 ケビン の 改修 整備 に 関す る 要求 水準 
(1) 共通 事項 
ア 内 外装 を 改修 する こと 。 改修 に 当たっ て は 、 周 辺 景観 と 調和 する よう 、 外 
観 ・ 色 彩 に 配慮 する こと 。 
イ 施設 の 用 途 に 応じ た 備品 等 を 整備 する こと 。 
ウ イニ シャ ルコ スト 、 ラ ン ニ ング コス ト 及 び 運 用 上 の 信頼 性 に お いて 最も 有利 
と 考え る 方 式 を 提案 する こと 。 ま た 、 内 外装 生 設 備 機器 の 清掃 、 保 守 ・ 点 検 、 
更新 な ど が 容易 に 行え る よう 配慮 する こと 。 加 えて 、 高 効率 機器 の 導入 な ど 、 
エネ ルギー 消費 量 の 節約 を 図る こと 。 
エ 長寿 命 か つ 信頼 性 の 高い 設備 や や 機材 の 使用 に 努め る ほか 、 汎 用 性 も 考慮 する 
こと 。 
(2) 建築 設備 に 関す る 事項 
ア 照明 器具 は 、 原 則 的 に LED と する 。 
イ 消防 用 設備 は 、 消 防 法 及 び 関 係 法令 を 遵守 し 機器 を 設置 する 。 
ウ 給水 配管 は 防 錆 に 考慮 し 、 露 出 部 が ある 場合 に は 節電 を 考慮 し た 凍結 防止 対 
全 を 行う こと 。 
エ 設備 機器 は 、 保 守 点 検 、 メ ン テ ナ ンス の 容易 な も の と する こと 。 
オ 寒冷 地 仕様 の 冷暖 房 設 備 を 整備 、 省 エネ ルギー 化 に 考慮 し た も の を 設置 する 
Sa 
カ 換気 設備 の 給 排 気 口 は 、 防 鳥 ・ 防 虫 対 策 を 行う こと 。 
キ Wi-Fi 設備 を 整備 する こと 。 













































































































































































































































































6 グラ ン ピ ン グ 施 設 の 新設 整備 に 関す る 要求 水準 
(1) 共通 事項 
ア グラ ン ピ ン グ 施 設 と し て 集客 を 図る こと が で きる も の を 新 施設 と し て 建築 す 
る こと 。 な お 、 新 設 に 当たっ て は 、 ド ー ム ハウ ス を 全て 撤去 し 、 こ の 跡地 に 整 
備 す る こと 。 
イ 新 施設 は 、 建 築 基準 法 の 「 建 築 物 」 (一 土地 に 定着 する 工作 物 の うち 、 屋 根 及 
び 柱 若しくは 壁 を 有する も の ) に 該当 する も の と する こと 。 





Ei 
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ウ 基礎 の 設計 に 当たっ て は 凍結 深度 を 考慮 する こと 。 ま た 、 必 要 に 応じ て 地質 
調査 を 行う こと と し 、 基 礎 の 設計 に お いて は 、 構 造 体 カ 上 安全 と な る よう 適正 
に 杭 や 地 燃 改良 等 を 行う こと 。 

エ 快適 な 室内 環境 及び 外部 環境 が 確保 され 、 使 いや すい も の と する こと 。 

オ 居室 に 関し て は 、 カ ー テ ン を 設置 する な ど 利 用 者 の プラ イバシー に 配慮 で き 
る も の と する こと 。 

カ 新設 に 当たっ て は 、 周 辺 景 観 と 調和 する よう 、 外 観 ・ 色 彩 に 配慮 する こと 。 

キ 施設 の 用 途 に 応じ た 備品 等 を 整備 する こと 。 

ク イニ シャ ルコ スト 、 ラ ン ニ ング コス ト 及 び 運 用 上 の 信頼 性 に お いて 最も 有利 
と 考え る 方 式 を 提案 する こと 。 ま た 、 内 外装 や 設備 機器 の 清掃 、 保 守 ・ 点 検 、 

更新 な ど が 容易 に 行え る よう 配慮 する こと 。 加 えて 、 高 効率 機器 の 導入 な ど 、 

エネ ルギー 消費 量 の 節約 を 図る こと 。 
ケ 長寿 命 か つ 信頼 性 の 高い 設備 や 機材 の 使用 に 努め る ほか 、 汎 用 性 も 考慮 する 
SS 

(2) 建築 設備 に 関す る 事項 

コン セン ト を 設置 する こと 。 

a A 

消防 用 設備 は 、 消 防 法 及 び 関 係 法令 を 遵守 し 機器 を 設置 する 。 

トイ レ を 設置 する こと 。 

シャ ワー や 浴槽 な ど 、 入 浴 施 設 を 整備 する こと 。 
必要 数 の 給湯 設備 を 設置 する こ 
給水 配管 は 防 錆 に 考慮 し 、 吉 出 部 が ある 場合 に は 節電 を 考慮 し た 凍結 防止 対 

全 を 行う こと 。 

ク 設備 機器 は 、 保 守 点検 、 メ ン テ ナ ンス の 容易 お も の と する こと 。 

ケ 寒 冷 地 仕様 の 冷暖 房 設備 を 整備 、 省 エネ ルギー 化 に 考慮 し た も の を 設置 する 
SG 

コ 換気 設備 の 給 排 気 口 は 、 防 鳥 ・ 防 虫 対 策 を 行う こと 。 

サ Wi-Fi 設備 を 整備 する こと 。 






























































































































































出 | 




































































すす Ht > “N 




































































その 他 独 自 に 配慮 し た 点 
1 か ら 6 に 記載 し た も の の ほか 、 施 設 運営 や 整備 内 容 に つい て 、 独 自 に 配慮 し 
た 点 を 提案 の こと 。 















































8 設計 業務 に 関す る 要求 水準 


(1) 業務 の 範囲 





設計 業務 





( 基 


























する 。 ま た 
。 ま た 、 





さ 0 


合せ 記録 冬 ) 





た 、 業 務 の 進捗 
詳細 工程 表 を 含む 設計 計画 書 を 作成 し 、 
遂行 上 必要 な 各種 
機関 と の 協議 
に 提出 する こ 
設計 業務 の 着手 前 1 中 


イ 





た 、 業 務 の 





ワ 


書 、 要 求 水 準 書 
受注 
、 業 務 を 履行 する こと 。 
設計 業務 の 内 容 に 





本 ・ 実 施設 計 ) 











等 及び 技術 提案 





に 記録 し 、 相 互 に 確認 
大 況 に 応じ 








と 。 
































及び 





人 き 九 人 き 上 L 
EX 


























つい て 県 と 協議 し 、 協 議 


























じ 、 県 に 対し て 定期 的 ( 















































こ お け る 手記 




















査 を 適切 に 実施 し 、 県 と 十分 


























識 す る こと 。 




































































し な が ら 業 務 の 


県 ( こ 提 昌 
E 申 請 等 の 手続 き を 速やか 
内 容 を 県 に 報告 し 、 必 要 に 応じ て 各種 許認可 


























に 報告 を 行 





ラー 


に 行 





容 に つい て その 都度 書面 
目的 を 達成 する こと 。 ま 
TEE 
H し て 承認 を 得る こと 。 ま 
うと と も に 、 関 係 





は 、 用 地 造 成 工事 や 既存 建築 物 の 改修 工事 、 新 
設 建築 工事 、 A その 設計 に つい て は 、 契 
に 基づい て 受注 者 の 責任 に 
業務 の 南 任 者 は 、 特 | 


お いて 行う も の 


こ 次 の 項目 に つい て 注意 



































り が 発生 し な いよ う 、 










































































考 - 
の 書類 














の 原本 を 県 























nl 
民 





















































エ 図面 、 工 事 費 内 訳書 等 の 作成 方 法 、 縮 以 表 現 方 法 、 タ イト ル 及 び 整 理 方 法 
に つい て は 県 の 指示 を 受け る こと 。 ま た 、 図 面 は 、 工 事 ご と に 順序 良く 整理 
統合 し て 作成 し 、 各 々 一 連 の 整理 番号 を 付け る こと 。 

オ 設計 業務 に 当たり A 申請 、 
届出 等 が ある 場合 は 、 受 注 者 の 責任 に お いて 適切 に 実施 し 、 県 に 報告 する こ 
5 

カカ 県 が 国 や 陸前 高田 市 その 他 の 関連 機関 に 対 し て 行う 報告 業務 等 に 協力 する 
る &y 

設計 変更 に つい て 























る も の と する 。 
接 工事 費 等 











県 は 、 必 要 が ある と 
つ 、 受 注 者 の 技術 提案 





認め る 場合 、 受 注 者 ( 






































大 幅 な 仕様 変更 に より 受注 者 に 追 





) が 発生 し た 場合 





費用 の 減少 が 4 





E じ た 








は 、 県 が 当該 費用 を 


に 対し て 工 ま 
を 逸脱 しない 範囲 で 当該 施設 の 
が で きる 。 そ の 場合 、 大 幅 な 仕様 変更 が 伴わ な い 限 り 、 

















契約 の 劉 





加 的 な 費用 (設計 費用 及び 直 
負担 する も の と する 。 
































9 建設 工事 に 関す る 要求 水準 


①) 





基本 的 な 考え 方 


ア 要求 水準 書 に 定め られ た 本 事業 の 履行 の た め 


の 責任 























に お いて 実施 する こと 。 
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ーー 


場合 は 、 本 事業 の 対価 の 支払 額 を 減じ る も の と する 。 


に 必要 と な る 業務 は 、 受 注 


の 変更 を 伴わ ず 、 か 
の 設計 変更 を 要求 する こと 


旬 囲 内 で 対応 す 











5 


























イ 受注 者 は 、 事 業 え スケ ジュ ー ル に 支障 が な いよ う 、 工 事 に 当たっ て 必要 と な 
る 各種 許認可 届出 等 を 受注 者 の 責任 に お いて 実施 する こと 。 
ウ 工事 (設計 に 起因 する も の を 含む 。) に 当たっ て 必要 な 関係 諸 官 庁 と の 協議 
こ 起 因 す る 遅延 に つい て は 、 原 則 受 注 者 の 責任 と する 。 た だ し 、 受 注 者 に 起 
因 す る 場合 以外 の 場合 に つい て は 、 こ の 限り で は な い 。 
エ 本 要求 水準 書 に 記載 が な い 事 項 で あっ て も 、 本 事業 の 性 質 上 当然 必要 と な 
る 工事 に つい て は 、 受 注 者 の 負担 に より 完全 に 実施 する こと 。 
オ 県 が 国 、 陸 前 高田 市 その 他 の 関連 機関 に 対し て 行う 報告 業務 等 に 協力 する 
Si 
(2) 工事 計画 の 策定 に 当たり 留意 すべ き 項 目 
ア 受注 者 は 、 着 工 に 先立ち 、 県 と 施工 計画 に つい て 十分 に 協議 を 行い 、 工 事 
に 当たっ て 必要 と な る 安全 対策 を 講じ る こと 。 
イ 関係 法令 及び 関係 条例 等 を 遵守 し 、 関 係 す る 基準 ・ 指 針 等 を 参照 し て 、 適 
切な 工事 計画 を 策定 する こと 。 
ウ 騒音 、 悪 臭 、 公 害 、 粉 じん 発生 、 交 通 渋滞 その 他 工 事 が 近隣 の 生活 環境 に 
与え る 影響 を 勘案 し 、 合 理 的 に 要求 され る 範囲 の 近隣 対応 を 実施 する こと 
エ 受注 者 は 、 近 隣 へ の 対応 に つい て 事前 、 事 後に その 内 容 及び 結果 を 県 に 報 
告 す る こと 。 
(3) 着工 前 業務 
ア 各種 申請 業務 



















































































































































































































































































































































































事業 スケ ジュ ー ル に 支障 が な いよ うに 各種 申請 等 手続 き を 実施 する こと 。 
必要 な 場合 に は 、 各 種 申請 等 の 書類 の 原本 を 県 に 提出 する こと 。 






































dd 


イ 申請 等 に 係る 負担 金 ・ 手 数 料 等 の 費用 
申請 等 に 係る 負担 金 ・ 手 数 料 等 の 費用 は 、 受 注 者 が 負担 する こと 。 
ウ 近隣 調査 ・ 準 備 調査 等 
工 に 先立ち 、 準 備 調査 等 (周辺 建物 影響 調査 を 含む 。) を 十分 に 行い 、 工 
事 の 円 滑 な 進行 と 安全 を 確保 する こと 。 
(4) 工事 期間 中 業務 
受注 者 は 、 各 種 関 係 法令 及び 工事 の 安全 等 に 関す る 指針 等 を 遵守 し 、 設 計 図 
書 及び 施工 計画 に 従っ て 工事 を 実施 する こと 。 ま た 、 工 事 記 録 を 常に 整備 する 
ほか 、 次 に 計画 に 従っ て 工事 を 実施 する こと 。 
ア 受注 者 は 、 工 事 進捗 状況 を 県 に 月 2 回 程度 報告 する ほか 、 県 か ら 要 請 が あ 
れ ば 工事 施工 の 事前 説明 及び 事後 報告 を 行う こと 。 
イ 受注 者 は 、 県 と 協議 の 上 、 必 要 に 応じ て 各種 検査 、 試 験 及び 中 間 検 査 を 行 
こと 。 な お 、 検 査 ・ 試 験 項目 及び 日 程 に つい て は 、 事 前 に 県 に 連絡 する こ 
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ウ OR 必要 に 応 
じ て 随 時 、 工 事 現 場 で の 施工 状況 の 確認 を 行 の 8 は きら も の は すろ 
(5) 完成 後 業 務 
ア 受注 者 に よる 自主 検査 
( ア ) 受注 者 は 、 受 注 者 の 責任 及び 費用 に お いて 、 自 主 検査 及び 機器 等 の 試 運 
転 を 実施 する こと 。 
( イ ) 自主 検査 及び 機器 等 の 試運転 を 実施 する 際 は 、 そ の 実施 日 を 実施 の 7 日 
前 に 県 に 書面 で 通知 する こと 。 
( ウ ) 県 は 、 受 注 者 が 実施 する 自主 検査 及び 機器 等 の 試運転 に 立ち 会 うこ と が 
で きる も の と する 。 
( エ ) 受注 者 は 、 自 主 検査 及び 機器 等 の 試運転 の 結果 に つい て 、 試 験 結果 報告 
書 の 写し を 添え て 県 に 報告 する こと 。 
( オ ) 成果 品 と し て 、 施 工 内 容 が 分 か る 完成 図書 等 を 作成 し 、 県 に 提出 する こ 
と S 
イ 県 の 完成 検査 等 
県 は 、 受 注 者 に よる 自主 検査 、 測 定 物資 (ホル ム ア ル デ ヒ ド 、 ト ル エ ン 、 
キシ レン 、 エ チル ベン ゼン 、 ス チレ ン ) に 係る 室内 環境 測定 及び 機器 等 の 試 
運転 の 終了 後 、 次 の 方 法 に より 行わ れる 完成 検査 を 実施 する 。 
( ア ) 県 は 、 施 工 企業 及び 監理 技術 者 の 立会 い の 下 で 完成 検査 を 実施 する 。 
( イ ) 完成 検査 は 、 完 成 図書 等 と の 照合 等 に より 実施 する 。 
( ウ ) 受注 者 は 、 機 器 等 の 取扱 い に 関し て 、 県 へ の 説明 を 、 前 項 の 試運転 と は 
別に 実施 する こと 。 (取扱 説明 書 、 保 証書 等 の 提出 ) 
( エ ) 受注 者 は 、 県 が 実施 する 完成 検査 の 結果 、 要 求 水準 に 満た な いも の と し 
て 是正 を 求め られ た 場合 は 、 速 や か に その 内 容 に つい て 是正 する こと 。 
( オ ) 受注 者 は 、 県 に よる 完成 検査 後 、 問 題 が な い 場 合 に は 、 県 か ら 完 成 検査 
の 通知 を 受け る も の と する 。 













































































































































































































































































































































































































































































10 セル フ モ ニ タリ ング の 実施 
(1) 基本 的 な 考え 方 
本 事業 は 、 仕 様 を 詳細 に 定め た 発注 で は な く 、 要 求 水準 書 に 基づく 技術 提案 に 
I NN と か ら 、 MES 
に つい て 受注 者 及び 発注 者 が 面 火 に よる 相互 確認 等 を 行い な が ら 、 事 業 を 進め 
る 。 
し か し 、 PR 本 数 に 限り が ある こと か ら 、 要 求 水 準 書 
及び 技術 提案 等 に 基づき 実施 する 内 容 を 、 受 注 者 自ら が チェ ッ ク し な が ら 事 業 を 
進め る 「 セ ルフ モニ タリ ング 」 の 手法 を 取り 入れ 、 事 業 の 節目 で 受注 者 及び 発注 
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が 面 普 に よる 相互 確認 
ロ セ ス を 見 直し 、 
(2) セル フ モ ニ タリ ング の 
ア 要求 水準 、 技 術 提案 
設計 開始 前 の 準 1 
人 
受注 者 及び 発注 
9 不明 な 事項 
が 書面 (協議 報 
要求 水準 チェ ッ ク リ 
































用 菊 


























重幸 
ロロ 


H- 





3 


























設計 か ら 施 工 ま で の モニ タリ ング を 行う 


お ける 要求 水準 等 を 綱 
ら 施 工 ま で の モニ タリ 


の 全て が 共有 し 、 各 段 





























等 を 行う 。 ま 





実施 方 法 
書 の 内 容 確認 


階 に 





の 双方 の 担 


こつ いて 、 協議 ウ 





書 ) ( 
スト の 作成 








維 的 に 
ング を 行う こ 
階 で チェ ッ ク 項 























的 に 全て の チェ ッ ク 項 
な お 、 要 求 水 3 



































届 チ ェ ッ ク リ スト は 、 本 和 § 

















ロ 








いて は 、 要 求 水 3 
変更 更 協議 
設計 を 進め る 中 で 

を 行っ た 上 で 対応 する 
ト へ の 記載 及び 音 面 

段階 

図書 の 確認 及び 

いる こと を 要求 水 3 


邊 の 提案 




















ES 





























書 と し て 使 





ラ に 


も の と し 、 
協議 報 





と 圭 
口 





書 ) 





承認 は 























お いて 、 要 求 水準 書 や 技術 提案 書 に お 
具体 的 な 内 容 の 確認 が 必要 な 要素 に つい て 確認 を 





日 当 者 間 で 要求 水準 書 、 技 術 提案 
・ 確 認 を f 
と 選 り ま こめ る ご さと あう る 。 


行い 、 


共通 様式 と し て 、 
まとめ た 要求 水準 チェ ッ ク リ スト に より 、 設 計 か 
と と する 。 こ れ を 発注 者 と 受 
へ の 対応 状況 を 確認 する こと で 、 
が 満足 で きた 状態 が 完成 の 前 提 と な る 。 


E た 、 そ の 結果 に 基づき 必要 に 応じ て 業務 プ 
効果 的 な 工事 の 実施 に つなげ る 。 

















ける 理 2 

。 上 体 的 に 

書 の 読み 合わ 
に つい て は 受注 





念 的 な 


行う 











E 
ンド 














その 結 


設 受 計 ・ 施 工 段 階 に 


注 者 の 関係 





























細 . を 
地 終 





さ 











に 取り まとめ を 


、 設 計 内 容 が 要求 水準 書 
世 チ ェ ッ クリ スト に より 確認 する こと と する 。 


止む を 得 ず 変更 が 必要 と な っ た 場合 は 、 発 注 
変更 を 行っ た 場 


人 へ 
ロ 








や 技術 


ほ 業 の 設計 ・ 施 工 者 プロ ポー ザル に お 
する こと と する 。 








と 十分 協議 

















は 、 受 注 者 が チェ ッ ク リ ス 


笠 ツ こ 





と と する 。 











実施 設計 時 に は 、 建 設 工事 に 持ち 越し て 「 現 場合 わせ 」 と する こと が 少な く 
設計 完了 まで 進め る こと と する 。 








ん KOK の 
オ 工事 段階 
工事 期間 中 に 


、 施 工 











クマ 


容 
































と 確認 を 行い な が ら 

















お ける モニ タリ ング に つい て は 、 主 に 工事 監理 者 が 監理 
こ 基 づき 確認 する 。 こ の 際 、 要 求 水準 チェ ッ ク リ スト に つい て も 工 
書類 と し て 県 に 報告 を 行う こと と する 。 ま た 、 








し た 内 
ほ の 監 督 
工事 監理 内 容 の うち 、 




















に 必要 な 
特に 安全 性 に 深く 関連 








する 部 分 や 施工 後に 











て は 、 工 事 が 手 戻 り 【 

2 調整 する こ 
の ほか 、 

事務 所 に 備え 付け ら 

と の 整合 性 が 図 


ロ 
































に な る こと の な いよ う 


と と する 。 
































再 確 
ペペ 


県 の 技術 担当 者 等 が 現場 に お いて コ 








れ て いる 監理 
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所 %/ 


mn が 困 木 














工事 監理 








[ 事 状 況 を 確 
日 報 等 の 記録 類 も 併せ て 確認 し 、 報 告 内 容 
られ て いる こと を 確認 する こと が で きる こと と 3 


難 と な る 部 分 な ど に つい 
方 法 に つい て 工事 前 に 十 





き 丸 コー 
min 


る 際 に は 、 現 



































る 。 


な お 、 設 計 段 階 と 同様 に 、 工 事 期 間 中 に 変更 する 必要 が 生じ た 場合 に お いて 
は 、 発 注 者 と 十分 協議 を 行っ た 上 で 、 変 更 を 行っ た 場合 は 、 チ ェ ッ クリ スト へ 

の 記載 や 文書 に よる 確認 を 行う こと と する 。 

完成 確認 

完成 確認 は 、 要 求 水準 等 に 規定 され て いる 人 性能 が 満足 され て いる か を 総合 的 
に 確認 する た め の も の で あり 、 完 成 検査 の 内 容 を 含め た 設計 ・ 建 設 工 事 の 履行 
確認 を 行う こと と する 。 ま た 、 業 務 の 履行 に つい て は 、 設 計 ・ 建 設 工事 の チェ 
ッ ク リ スト に より 、 完 了 を 確認 する と と も に 、 設 計 図 書 ど お り に 施工 され て い 
る こと を 確認 する こと と する 。 
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